
地震第１波（釧路地方気象台発表　平成１５年９月２６日８時３０分）

： 平成１５年　９月２６日 ４時５０分 ころ

： 十勝沖（北緯　４１度４７分 , 東経 １４４度０５分）

： 約　４２　ｋｍ

： Ｍ　８．０　（暫定値）

：

震度６弱　 幕別町、鹿追町、豊頃町
忠類村（忠類）

震度５強 更別村、本別町、広尾町
足寄町、帯広市

震度５弱 音更町、清水町
忠類村（明和）
芽室町、上士幌町

５施設

２施設

１施設

５施設

１施設

２施設

３施設

砂防施設 １箇所
札内川第１号堰堤のジョイント部に
ずれ

エプロン沈下、上部開き

　　　　　　　 ２９日 ３回

被　災　状　況

船 揚 場

堤防天端縦断亀裂

袖護岸の変位

礼文内川 ２５０ｍ 堤防すべり崩壊

震度３

（１）

　　　　　　　 ２８日 ３回

（２）

震度４ 　１回　（９月２６日）

１０回　 ９月２６日 ３回 　　
　　　　　　　 ２７日 １回

用水路において、３箇所から漏水発生
内１箇所は９月３０日復旧完了

芽室地区

幕別ダム周辺の地山保護盛土の表面に４箇所のずれ

地　区　名

幕別地区

農　　業

港内側に変位

道　　路
液状化の様子
車道・縁石及び歩道の沈下

通行止 → 解除
豊頃大橋：前後段差、吉野橋：前後段
差、伸縮装置破損

用　　地 液状化の様子、全体的に沈下

防 波 堤

大津漁港

岸　　壁
堤防沈下、堤防天端縦断亀裂、
堤防すべり崩壊

浦幌十勝川
コンクリート舗装沈下、
袖護岸上部工変位

護　　岸 水叩き沈下、上部工前側変位

７２０ｍ 船 揚 場

エプロン沈下、上部工前側へ
変位、鋼管杭変位、用地沈下

１，３６０ｍ

岸　　壁

事業用地

（マグニチュード）

（６） 震 度

３、

余震情報

平成１５年十勝沖地震による帯広開発建設部管内被災概要

（２） 発 生 日 時

地震概要

（１）

１、 （１０月６日９時００分現在）

（３） 震 源 地

（４） 震源の深さ

（５） 地震の規模

２、

被災概要

河　　川

１２０ｍ 堤防天端縦断亀裂、堤防沈下

被災延長 被　災　状　況

河 川 名

２２，５４０ｍ
堤防天端縦断亀裂、堤外液状化現
象、堤防すべり崩壊、河川構造物の
すべり、護岸沈下等

十 勝 川

港　　湾

１４施設

エプロン沈下、クラック、本体矢板
傾斜、上部工開き、上部工沈下、
エプロン段差、本体前出し・沈下

十 勝 港

港　　　名

物 揚 場

施　設　名

積出岸壁の沈下、前出し

液状化による沈下臨港道路

歴舟橋：段差、沓破損 （→応急復旧）
十勝河口橋：前後段差、桁横移動
道路被災：土砂崩れ、路面陥没

路 線 名

５５０ｍ

１，０００ｍ

堤防天端縦断亀裂
護岸沈下

利 別 川

牛首別川

久 保 川

堤防沈下、堤防すべり崩壊、
堤防天端縦断亀裂

下頃辺川

千代田大橋橋脚破損

道　　路

被　災　状　況延　　　長

通行止 → 解除

国道３８号

国道２４２号

国道３３６号 通行止　1.5km

凡    例 

× 震   央 

■ 震度６弱 

■ 震度５強 

■ 震度５弱 

■ 震 度 ４ 

■ 震 度 ３ 

■ 震 度 ２ 

□ 震 度 １ 



直轄河川被災状況（帯広開発建設部）
平成１５年９月２６日発生　十勝沖地震
（数値等は速報値を使用しているので、今後修正する事があります）

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１５年１０月6日０９時現在　　帯広開発建設部　治水課

A

B

C

D

E

F

11　Ｌ＝８００ｍ　Ａ

15　Ｌ＝８８００　Ａ

40　Ｌ＝１０ｍ　Ｅ

39　Ｌ＝４００ｍ　Ｅ

16　Ｌ＝５０ｍ　Ａ

38　Ｌ＝１００ｍ　Ｅ

17　Ｌ＝３００ｍ　Ｆ

31　Ｌ＝１００ｍ　Ｂ
32　Ｌ＝１００ｍ　Ｄ

33　Ｌ＝１００ｍ　Ａ

34　Ｌ＝３００ｍ Ｄ

24　Ｌ＝５０ｍ　Ｅ

25　Ｌ＝２０ｍ　Ｄ

23　Ｌ＝５０ｍ　Ｆ

28　Ｌ＝２０ｍ　Ｆ
37　Ｌ＝５０ｍ　Ａ

20　Ｌ＝２０ｍ　Ｅ
29　Ｌ＝５８００m　Ｂ

19　Ｌ＝１００ｍ　Ａ

18　Ｌ＝５０ｍ　Ａ

10 Ｌ＝３０００ｍ　Ｅ

30　Ｌ＝８００ｍ　Ｄ36　Ｌ＝１０００ｍ　Ａ

14　Ｌ＝２０ｍ　Ｂ

35　Ｌ＝１００ｍ　Ｆ

56　Ｌ＝５０ｍ　Ｂ

57　Ｌ＝３０ｍ　Ａ

61　Ｌ＝２００ｍ　Ｆ

58　Ｌ＝６００ｍ　Ａ

59　Ｌ＝５ｍ　Ｆ

60　Ｌ＝３５０ｍ　Ａ

63　Ｌ＝３０ｍ　Ｂ

64　Ｌ＝６５０ｍ　Ａ
65　Ｌ＝５０ｍ　Ａ
66　Ｌ＝５０ｍ　Ａ

44　Ｌ＝１００ｍ　Ｅ
45　Ｌ＝１０ｍ　Ａ

46　Ｌ＝５０ｍ　Ｆ

49　Ｌ＝５０ｍ　Ａ

51　Ｌ＝５ｍ　Ａ

53　Ｌ＝２００ｍ　Ａ

54　Ｌ＝１００ｍ　Ａ

55　Ｌ＝２００ｍ　Ａ

7　Ｌ＝４５０ｍ　Ｂ

3-2　Ｌ＝５０ｍ　Ｅ

3-1　Ｌ＝２００ｍ　Ｅ

42　Ｌ＝１００ｍ　（護岸）

67　Ｌ＝９０ｍ　（護岸）

68　Ｌ＝１００ｍ Ｆ
69　Ｌ＝１００ｍ Ｆ

70　Ｌ＝５０ｍ Ｃ

72　Ｌ＝１５０ｍ Ｆ

71　Ｌ＝３８０ｍ　Ａ



被害状況等写真（堤防天端縦断亀裂の事例）

○礼文内川　右岸　十勝川合流点から１．６ｋｍ付近 ○礼文内川　左岸　十勝川合流点から０．９ｋｍ付近

被害状況等写真（堤防横断亀裂の事例）

○浦幌十勝川　左岸　浦幌太築堤　河口から４．７ｋｍ付近 ○十勝川　左岸　ウツナイ築堤　河口から４．７ｋｍ付近

被害状況等写真（管理用道路被災の事例）
被害状況等写真（堤防法すべりの事例）

○十勝川　右岸　大津築堤　河口から３．５ｋｍ付近
○十勝川　右岸　大津築堤　河口から５．０ｋｍ付近

※帯広開発建設部のホームページには、もっと多くの写真を掲載しております。



国道

道道

国道（通行止め）

道道（通行止め）
道道（通行可能）

復旧状況
通行止
時間

解除
時間

番号 路線 区間 KP 備考

① 236
帯広JCT～
　　　帯広川西IC

～
L=16.5km

士狩大橋：
　　　面壁コンクリート剥離

橋梁点検済
応急復旧済

26日 04:56
26日 07:00
27日 01:00

被災状況

芽帯IC～帯川IC
帯広JCT～芽帯IC

② 336
えりも町庶野～
　　広尾町ﾂﾁｳｼ

55.8～84.7
L=26.3km

ほしば覆道：土砂崩れ 応急復旧済 26日 06:20
27日 10:00
27日 13:00
27日 15:00

27日 21:00
一部片側交互
通行解除

③ 336
豊頃町長節～
　　浦幌町共栄

136.6～151.0
L=14.4km

十勝河口橋：
　　　前後段差、桁横移動

橋梁点検中
応急復旧中

26日 06:50 28日 21:00
十勝河口橋(1.5km)を

除く,L=12.9kmを解除

29日  4:00    一部片

側交互通行解除

④ 38
幕別町明野～
　　　　　浦幌万年

192.3～224.3
L=32.0km

豊頃大橋：前後段差
吉野橋：前後段差、伸縮装置破損

応急復旧済 26日 07:30 26日 22:45
28日 22:00
一部片側交互
通行解除

⑤ 336
大樹町芽武～
　　大樹町下芽武

101.03～104.0
L=2.97km

歴舟橋：段差、沓破損
橋梁点検済
応急復旧済

26日 07:30 30日 16:00

⑥ 336
浦幌町十勝太市街
　～浦幌町ロラン

SP=6.1～SP=7.7
L=1.6km※SP 0 = Kp 144

土砂崩れ 応急復旧済 26日 08:03 28日 21:00
29日  4:00
一部片側交互
通行解除

⑦ 242
幕別町明野～
　　　　池田町利別

185.75～186.55
L=0.8km

(182.5～187.8    L=5.3km)
千代田大橋：下部工損傷

橋梁点検済
応急復旧済

26日 11:30 29日 06:00
10月05日 6:00
片側交互通行
規制解除

29日 11:40
29日 16:54
29日 23:22

29日 15:15
29日 19:15
30日 01:30

震度 4.0
震度 3.7
震度 3.7

⑧ 336
浦幌町豊北
　～浦幌町十勝太

SP=0～P=4.41
L=4.41km※SP 0 = Kp 144

路面陥没 応急復旧済 26日 16:00 28日 21:00
29日 15:30
一部片側交互
通行解除

⑨ 336
大樹町下芽武～
　　豊頃町長節

104.0～136.6
L=32.6km

路面陥没 応急復旧済 26日 18:00
27日 18:00
28日 21:00

38

38

274

帯広

音更

芽室

清水

新得
鹿追

上士幌

士幌

足寄

本別

陸別

池田

幕別

豊頃

浦幌

忠類

大樹

広尾

更別

中札内

札内

愛国

帯広川西IC

芽室帯広IC

帯広JCT

芽室IC

音更IC 池田IC

本別JCT
本別IC

足寄IC

清水IC

御影

大正

豊似

音調津

大津

直別

茂岩

利別

高島

勇足

芽登

糠平 上足寄

阿寒湖

二股

音別

白糠

西幌別

浦河

目黒

庶野

242

241

241

241

242

240

240

392

38

336

236

236

336

235

336

中瓜幕 274

241

236

釧路

大楽毛

弟子屈

391

平成１５年９月２６日　十勝沖地震　10月06日   9:00現在

一般国道被災状況
（帯広開発建設部）

①通行止(26日 4:56)→
                解除（27日 1:00)
帯広広尾自動車道：士狩大橋
　橋梁点検確認済、応急復旧済

⑨通行止め(26日18:00)→解除（28日21:00)
　R336 大樹町下芽武～豊頃町長節→豊頃町湧洞～豊頃町長節
　路面陥没　：　応急復旧済

273

⑦通行止め(26日11:30)→解除（29日 6:00)
R242 千代田大橋：下部工損傷、橋梁点検確認中、応急復旧作業中
片側交互通行規制　⇔　震度4以上（当初3以上）で通行止め
(10月05日06:00 応急復旧済、片側交互通行解除）
(迂回路： ①R38～R241～主要道道73～R242 又は、②R38～R241～主要道道31～R242

          　又は③R38～R241～R242 又は、④R38～主要道道73～R242)

⑧通行止め(26日16:00)→解除（28日21:00)
　R336 浦幌町豊北～十勝太　路面陥没
　（29日15:30 応急復旧済、片側交互通行解除）

③通行止め(26日 6:50)→一部解除（28日21:00)十勝河口橋除く
　R336　豊頃町長節～浦幌町共栄→豊頃町大津～浦幌町ﾍﾞﾂﾁｬﾛ
　十勝河口橋：段差H=50cm、桁横移動W=70cm、橋梁点検中
　応急復旧中、（29日 4:00 一部片側交互通行区間解除）
迂回路：R336～一般道道318～一般道道210～R38～R336

⑥通行止め(26日 8:03)→解除（28日21:00)
　R336 十勝太市街～ロラン
　　土砂崩れ：L=20m,W=5m,T=1m,V=100m3
　（29日 4:00 応急復旧済、片側交互通行解除）

⑤通行止め(26日 7:30)→解除（30日16:00)
　R336　大樹町芽武～大樹町下芽武
　　歴舟橋：段差 H=11cm、沓破損 16基
　　（迂回路：R236～主要道道55～R336～一般道道318～一般道道210～R38）
     （30日16:00 応急復旧済、橋梁点検済）

501

55

773

657

319

318

210 320

911

1038

882 73

31

73

912

十勝太

湧洞

下芽武

豊北

明野

　吉野

　

共栄

福平

長節

通行止め解除
（9月29日 01:00)
主要道道帯広浦幌線

通行止め解除
（10月01日 12:00)
主要道道帯広浦幌線
一部片側交互通行・迂回

②通行止め(26日 6:20)→解除（27日15:00)
R336 庶野～ﾂﾁｳｼ→庶野～音調津→目黒～音調津
土砂崩れ：ほしば覆道
　　　　　　　　　L=10m,W=4.5m,T=0.7m,V=30m3
（27日21:00 応急復旧済、片側交互通行解除）
 （迂回路：西幌別～R236～豊似）

④通行止(26日 7:30)→解除（26日22:45)
R38　幕別町明野～浦幌町万年
　豊頃大橋：前後の道路陥没
　吉野橋：前後の道路陥没、伸縮装置破損
　（28日22:00 応急復旧済、片側交互通行解除）
　(迂回路： R38～R241～R242～R274～R392～R38)



④Ｒ３８豊頃大橋（帯広側） ④Ｒ３８豊頃町幌岡避譲車線

⑦Ｒ２４２千代田大橋（橋脚） ③Ｒ３３６浦幌町豊北交差点

⑤Ｒ３３６歴舟橋（段差） ③Ｒ３３６十勝河口橋（桁横移動）



区域

Ｌ＝   130 ｍ

Ｌ＝   663 ｍ

Ｌ＝    80 ｍ

南 ふ 頭
（３箇所）

Ｌ＝   450 ｍ
第 ２ ふ 頭
（１箇所） Ｌ＝   260 ｍ

Ｌ＝ 1,005 ｍ

Ｌ＝ 1,770 ｍ

Ｌ＝   280 ｍ

Ｌ＝   920 ｍ
事業用地
（１箇所） Ｌ＝   330 ｍ

被   災   状    況

施 設 名 被 災 内 容 写真ＮＯ

平成１５年１０月６日９時現在

②

上部工沈下（最大１０㎝）
エプロン段差（最大２０㎝）

上部工開き（最大１０㎝）
エプロン沈下、クラック ③、⑤

①
物 揚 場
                                  ５施設

岸     壁
                                  ３施設

袖護岸の変位（最大５㎝）

本体矢板傾斜（最大１０㎝）
上部工開き（最大１０㎝）
エプロン沈下、クラック

エプロン沈下（最大１０㎝）

上部開き （最大１０㎝）
エプロン沈下（１０㎝）

船 揚 場
                                  ２施設

臨港道路
                                  １  式 ④

液状化による沈下

岸     壁
                                  ６施設

事業用地
                                  １施設

⑥

本体前出し、沈下（最大１０㎝）
上部工開き
エプロン沈下、クラック

液状化による沈下

積出岸壁の沈下、前出し

第 ３ ふ 頭

（７箇所）

第 ４ ふ 頭

（４箇所）

岸     壁
                                  ３施設

漁 港 区

（８箇所）

岸     壁
                                  １施設

臨港道路
                                  １  式

岸     壁
                                  １施設

第4ふ頭

第3ふ頭

第2ふ頭
南ふ頭

外港地区

       重要港湾  「 十 勝 港 」   被災状況

               平成１５年 ９月２６日   十勝沖地震

事業用地

③

④
⑥

30

62

64

②①

漁港区

南ふ頭第２ふ頭

第３ふ頭

第４ふ頭

⑤ 50

224m

80

150

83m

130

90m

230130

260

200

130

160

260

185

130

90m
180

240

20m

20m

事業用地

⑥

30

62m

64m

③

④

②

①



       重要港湾  「 十 勝 港 」   被災状況写真

     平成１５年 ９月２６日撮影

 ① 漁 港 区 ： エプロン沈下   ② 第２ふ頭 ： エプロン沈下

 ③ 第３ふ頭 ： 上部工開き  ④ 第３ふ頭 ： 道 路 沈 下

 ⑥ 第４ふ頭 ： 上部工開き ⑤ 第３ふ頭 ： 上部工開き



凡例

護岸 水叩き沈下、上部工前側変位
（最大40㎝）　（最大5㎝）

２施設

岸壁 エプロン沈下、上部工前側へ変位、用地沈下、鋼管杭の変位
（最大30㎝）　　（最大50㎝）　　　　　（最大20㎝）　（最大20㎝）

５施設

船揚場 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装沈下、袖護岸上部工変位
（最大20㎝）　　　　（最大20㎝）

１施設

防波堤 港内側に変位
（最大10㎝）

３施設

道路 液状化の様子、車道・縁石及び歩道の沈下

用地 液状化の様子、全体的に沈下

主   な   被   災   状    況

施 設 名 被 災 内 容 備 考

平成１５年１０月６日 ９時現在

       第４種  「大 津 漁 港 」   被災状況

               平成１５年 ９月２６日  十勝沖地震

激浪方向
ＳＥ
Ｈｏ = ８．７ｍ

ＢＭ4.790
漁港原点

(平成3年9月18日農林水産省告示第千二百六号)

漁港区域

※丸数字は写真撮影位置

①

②

④

③

（最大20㎝）

（最大30㎝）



平成１５年９月２６～２７日撮影

①津波による漁港内冠水状況（撮影：豊頃町・大津漁協） ②船揚場（港奥）上架船舶倒壊状況（撮影：豊頃町・大津漁協）

③－３．５ｍ岸壁：エプロン沈下
エプロン沈下状況

④道路：液状化
マンホール周辺の被災状況

第４種　「大　津　漁　港」　被 災 状 況 写 真



国営かんがい排水事業 幕別ダム周辺部被災状況  

                 平成 15 年 9 月 26 日十勝沖地震  
 

＜平面図＞               ＜位置図＞  

  
 

               
 

  
 

            
              
          

 
 

 
                 

 
      ＜①写真＞  

 
              
 
 
                
 
                
                 

 
 
 
 
 
 
 

○地震時のダムの状況 

 ダムは平成 15 年 3 月 24 日より試験湛水を実施中。現在、洪水期の待機期間のため中間水位を 1.1m 下

回る 69.9m で水位を保持中。 

 

○臨時点検結果 

   ・ダム周辺の地山保護盛土の表面に数１０ｃｍ程度のずれが４箇所見られた。 
       ①長さ７０ｍ程度（右岸側） 
       ②長さ２５ｍ程度（右岸側） 
       ③長さ３０ｍ程度（左岸側） 
       ④長さ２０ｍ程度（左岸側） 

・ダム本体は被災しておらず、周辺計器にも特段の異常は見られない。     

③

④

②

ダム提体 

浸透水量 
観測施設 

地山 
斜面部 

地山 
斜面部 

①(写真) 


